
参考 　（平成26年2月14日付発表資料）

○平成25年度特区ガイド研修応募者数
（単位：人）

うち中国語を
母語とする方

うち韓国語を
母語とする方

福岡県 286 206 132 38 418

佐賀県 32 21 22 10 54

長崎県 58 44 24 10 82

熊本県 56 33 32 11 88

大分県 36 23 32 9 68

宮崎県 33 17 18 5 51

鹿児島県 44 31 42 15 86

計 545 375 302 98 847

※ 研修応募者数は、第一希望の県毎に記載。

○平成25年度特区ガイド研修受講決定者数 （平成26年2月12日）

（単位：人）

うち中国語を
母語とする方

うち韓国語を
母語とする方

福岡県 88 58 44 14 132

佐賀県 32 22 27 12 59

長崎県 42 35 22 9 64

熊本県 45 33 19 10 64

大分県 37 24 32 9 69

宮崎県 27 17 16 4 43

鹿児島県 44 31 40 15 84

計 315 220 200 73 515

※ 受講決定者数は、受講する県毎に記載。佐賀県会場と大分県会場は、第二希望で決定した方（佐賀6名、大

    分4名）を含みます。
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